
Ⅲ－１ 特性に応じた指導や支援 
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☆ 情緒障がいのある子どもの教育的ニーズの整理③ 
〜合理的配慮を含む必要な⽀援の内容〜 

 情緒障がいのある子どもの教育的ニーズを整理する観点『③合理的配慮を含む
必要な⽀援の内容』について、「障害のある子供の教育⽀援の手引」から、一部を
抜粋してまとめました。詳細については、「手引」第３編をご参照ください。 

（ア）教育内容 
 ａ 学習上又は生活上の困難を改善・克服するための配慮 

社会適応に必要な技術や態度が⾝に付くよう指導内容を⼯夫する。 
 

 ｂ 学習内容の変更・調整 
⼼理⾯での不安定さから学習の積み上げが難しかったり、治療等により学習の空⽩期間

が生じたりする場合もあることから、学習内容の定着に配慮する（理解の状況を考慮した
基礎的・基本的な内容の確実な習得 等）。また、評価方法を⼯夫するなどして、一律な評
価方法による不利益が生じないようにすることに配慮する。 

 
（イ）教育方法 
 ａ 情報・コミュニケーション及び教材の配慮 
   場⾯によっては、意図したことが言語表現できない場合があることから、緊張や不

安を緩和させるように配慮する。 
 

 
ｂ 学習機会や体験の確保 
  治療等により生じる学習機会の不⾜等に配慮する。 

 
 

ｃ ⼼理⾯・健康⾯の配慮 
   情緒障がいのある子ども等の状態（情緒不安や不登校、ひきこもり、⾃尊感情や⾃

⼰肯定感の低下等）に応じた指導を⾏う。（カウンセリング的対応や医師の診断を踏ま
えた対応等） 
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上記ア〜ウは、代表的な例であり、学校や学びの場の基礎的環境整備の状況や、子どもの実
態によっては、上記以外の教育における合理的配慮を含む必要な⽀援の内容も考えられること
に留意することが⼤切です。 

 なお、合理的配慮を提供するにあたっては、その決定
までのプロセスを⼤切にしながら、本⼈・保護者等と連
携しながら考えていきましよう。 

（ア）校内環境のバリアフリー化 
   安⼼して⾃主的な移動ができるように、特別教室への動線などを分かりやすくする。 
 
（イ）発達、障がいの状態及び特性に応じた指導ができる施設・設備の配慮 
   衝動的な⾏動によるけが等が⾒られることから、安全性を確保した校内環境を整備す

る。また、興奮が収まらない場合を想定し、クールダウン等のための場所を確保する。 
 

（ウ）災害時等への対応に必要な施設・設備の配慮 
   災害等発生後における環境の変化に適応できないことによる⼼理状態（パニック等）

を想定し、外部からの刺激を制限できるような避難場所及び施設・設備を整備する。  

（ア）専門性のある指導体制の整備 
   情緒障がいを⼗分に理解した専門家からの⽀援や、特別⽀援学校のセンター的機能及

び⾃閉症・情緒障がい特別⽀援学級、医療機関等の専門性を積極的に活⽤し、障がいの
特性について理解を深められるようにする。 

 
（イ）子ども、教職員、保護者、地域の理解啓発を図るための配慮 

他者からの働きかけを適切に受け⽌められないことがあることや言葉の理解が⼗分で
はないことがあること等について、周囲の子どもや教職員、保護者への理解啓発に努め
る。 

 
（ウ）災害時等の支援体制の整備 

情緒障がいのある子どもは、災害時の環境の変化に適応することが難しい場合もある
ため、⼼理的に混乱することを想定した⽀援体制を整備する。 

 


